
37　「近世化」する日本社会の中の宗教

［
二
〇
一
六
年
度
大
会
パ
ネ
ル
セ
ッ
シ
ョ
ン
］

「
近
世
化
」
す
る
日
本
社
会
の
中
の
宗
教

曽
根
原
　
理
　
　 

松
本
　
公
一

大
　
島
　
　
薫
　
　
モ
リ
ス 

ジ
ョ
ン

一　

趣
旨
説
明�
（
曽
根
原
理
）

　

一
九
八
〇
年
代
の
後
半
、
昭
和
天
皇
の
高
齢
化
を
背
景
に
、
日
本

史
上
の
国
家
と
天
皇
・
将
軍
の
関
係
に
つ
い
て
の
注
目
が
高
ま
っ
た
。

「
な
ぜ
天
皇
家
は
現
在
ま
で
続
く
こ
と
が
出
来
た
の
か
」、
あ
る
い
は

「
最
大
の
危
機
の
一
つ
で
あ
る
戦
国
時
代
末
期
、
実
力
あ
る
天
下
人

た
ち
が
衰
え
た
天
皇
・
朝
廷
を
、
そ
れ
で
も
残
し
た
の
は
何
故
か
」

が
問
わ
れ
る
中
で
、
人
類
学
的
視
点
か
ら
天
皇
だ
け
が
「
王
」
だ

っ
た
の
か
と
い
う
疑
問
が
出
さ
れ
、「
日
本
に
は
複
数
の
王
が
い
た
」

「
東
国
の
王
の
系
譜
が
源
頼
朝
─
鎌
倉
公
方
─
後
北
条
政
権
─
徳
川

将
軍
」
な
ど
と
い
う
議
論
が
現
わ
れ
た（

（
（

。

　

私
は
そ
の
問
題
を
、「
な
ぜ
徳
川
家
康
は
神
に
な
る
必
要
が
あ
っ

た
の
か
」
と
い
う
問
題
に
読
み
替
え
、
世
俗
権
力
者
が
神
と
さ
れ
た

こ
と
の
意
味
を
、
当
時
の
文
献
史
料
（『
東
照
社
縁
起
』
な
ど
）
か
ら
読

み
解
く
こ
と
を
試
み
た
。『
東
照
社
縁
起
』
は
、
徳
川
将
軍
（
家
光
）

が
祖
先
神
（
東
照
権
現
）
に
奉
納
し
た
公
的
性
格
を
持
つ
文
献
と
考

え
ら
れ
る
が
、
仏
教
色
の
強
い
漢
文
で
書
か
れ
て
い
た
た
め
、
そ
れ

ま
で
扱
わ
れ
る
こ
と
が
乏
し
く
、
ま
た
日
本
史
研
究
者
に
よ
る
解
釈

の
誤
り
も
見
ら
れ
た（

（
（

。

　

徳
川
家
康
の
神
格
化
の
研
究
か
ら
見
え
て
き
た
の
が
、
日
本
近
世

社
会
が
持
つ
宗
教
性
で
あ
っ
た
。
従
来
の
「
中
世
は
宗
教
の
時
代
、

近
世
は
脱
宗
教
化
・
世
俗
化
し
て
い
く
時
代
」
と
い
う
見
方
を
、
複

数
の
研
究
者
が
実
証
的
に
調
査
し
た
結
果
、
日
本
近
世
は
仏
教
や
神
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道
の
影
響
力
が
強
く
残
る
「
仏
国
・
神
国
」
で
あ
っ
た
、
そ
の
頂
点

と
し
て
東
照
宮
が
要
請
さ
れ
た
、
と
い
う
理
解
が
広
ま
り
つ
つ
あ
る

と
い
え
る
だ
ろ
う（

（
（

。

　

日
本
の
近
世
が
仏
教
国
（
神
仏
習
合
神
道
を
含
む
）
で
あ
っ
た
と
い

う
理
解
は
、
と
も
す
る
と
〈
日
本
特
殊
論
〉
を
導
く
可
能
性
が
あ

る
。
東
ア
ジ
ア
世
界
に
お
い
て
、
中
国
も
朝
鮮
も
、
あ
る
時
期
を
境

に
し
て
朱
子
学
が
思
想
界
の
主
流
と
な
っ
た
が
、
日
本
の
み
は
仏
教

が
衰
え
な
か
っ
た
と
い
う
ド
バ
リ
ー
の
説
な
ど
で
あ
る（

（
（

。
そ
れ
に
対

し
近
年
は
、
東
ア
ジ
ア
世
界
の
共
通
性
を
検
討
す
る
こ
と
が
試
み
ら

れ
、
朝
鮮
史
や
日
本
史
の
研
究
者
の
議
論
の
中
か
ら
、
儒
教
を
核
と

す
る
政
治
文
化
の
存
在
（「
天
」
の
観
念
を
中
心
に
仏
教
や
道
教
の
観
念
が

統
合
さ
れ
る
）
を
強
調
す
る
議
論
も
現
れ
て
き
て
い
る（

（
（

。

　

私
自
身
は
そ
れ
に
懐
疑
的
で
あ
る
。
実
際
に
近
世
の
人
々
の
視
点

に
立
つ
な
ら
、
儒
学
は
実
は
し
ば
し
ば
神
道
や
仏
教
と
組
み
合
わ
せ

な
い
し
棲
み
分
け
し
て
受
容
さ
れ
て
い
た
の
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ

る
。
さ
ら
に
、
明
代
に
発
達
し
た
「
善
書
」
や
通
俗
的
唱
導
で
あ
る

「
宝
巻
」
な
ど
、
庶
民
の
間
に
受
容
さ
れ
た
宗
教
書
や
通
俗
文
学
に

は
儒
教
・
仏
教
・
道
教
な
ど
の
諸
観
念
が
併
存
し
て
い
た
と
い
う
中

国
学
の
研
究（

（
（

に
従
え
ば
、
む
し
ろ
東
ア
ジ
ア
世
界
に
お
い
て
も
、
諸

教
一
致
説
の
よ
う
な
教
え
の
広
が
り
に
注
目
す
べ
き
か
と
思
わ
れ
る
。

以
上
の
観
点
を
踏
ま
え
る
な
ら
、
日
本
近
世
の
宗
教
の
特
質
に
つ
い

て
再
度
検
討
す
る
こ
と
も
意
味
が
あ
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

　

中
世
か
ら
近
世
に
か
け
て
の
宗
教
の
変
化
は
、
日
本
に
お
け
る

「
近
世
化
」
の
一
例
で
あ
る
と
言
え
る
の
か
も
し
れ
な
い
。「
近
世

化
」
の
用
語
自
体
が
持
つ
多
義
性
・
多
様
性
は
既
に
指
摘
の
あ
る
と

こ
ろ
だ
が（

（
（

、
こ
こ
で
は
小
農
社
会
の
実
現
、
新
興
勢
力
に
よ
る
官
僚

制
定
着
な
ど
の
社
会
的
変
化
と
、
そ
れ
に
連
動
す
る
文
化
活
動
（
仁

政
思
想
の
普
及
、
出
版
の
活
性
化
な
ど
）
と
広
く
と
ら
え
て
お
く
。
言
葉

の
定
義
は
さ
て
お
き
、
今
回
報
告
の
あ
る
密
教
テ
キ
ス
ト
や
説
法
の

変
化
な
ど
が
、
日
本
一
国
の
枠
を
超
え
る
現
象
な
の
か
否
か
を
考
え

る
手
が
か
り
と
し
て
、「
近
世
化
」
の
概
念
を
横
に
置
い
て
み
た
い
。

西
欧
の
近
世
（
一
六
〜
一
八
世
紀
）
と
の
関
係
は
、
さ
ら
に
複
雑
か
も

し
れ
な
い
が
、
同
じ
よ
う
な
意
味
で
神
学
の
大
衆
化
の
問
題
も
考
え

ら
れ
な
い
か
と
思
っ
て
い
る
。

　

最
初
に
述
べ
た
と
お
り
、
日
本
の
近
世
を
考
え
る
上
で
、
宗
教
の

役
割
を
軽
視
す
る
こ
と
は
出
来
な
い
。
そ
こ
で
問
題
に
な
る
の
が
、

近
世
的
な
宗
教
の
特
色
は
何
か
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
本
パ
ネ
ル
セ

ッ
シ
ョ
ン
が
、
そ
の
問
題
に
つ
い
て
考
え
る
場
と
な
る
よ
う
、
報
告

を
め
ぐ
る
盛
ん
な
議
論
を
期
待
し
た
い
。

二　

密
教
次
第
テ
キ
ス
ト
の
近
世�

（
松
本
公
一
）

　

中
世
に
は
、
天
台
宗
・
真
言
宗
と
も
に
、
教
義
を
伝
え
る
灌
頂

や
様
々
な
仏
菩
薩
を
本
尊
と
す
る
修
法
な
ど
の
実
施
要
項
（
事
相
書
）
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39　「近世化」する日本社会の中の宗教

が
現
れ
た
。
真
言
宗
で
は
『
覚
禅
抄
』、
天
台
宗
で
は
『
阿
娑
縛
抄
』

が
編
集
さ
れ
た
。
今
回
と
り
あ
げ
る
『
阿
娑
縛
抄
』
は
、
仏
菩
薩
な

ど
を
本
尊
と
す
る
修
法
（
諸
尊
法
）
や
灌
頂
の
「
次
第
」（
マ
ニ
ュ
ア

ル
・
修
法
次
第
）
で
あ
る
。
成
立
は
仁
治
三
年
（
一
二
四
二
）
〜
弘
安
四

年
（
一
二
八
一
）
の
間
で
、
全
二
二
八
巻
か
ら
な
る
。
撰
者
は
承
澄

（
一
二
〇
五
〜
八
二
）
と
そ
の
弟
子
尊
澄
で
あ
る
。『
阿
娑
縛
抄
』
は
大

部
で
あ
る
こ
と
も
あ
り
、
ま
と
ま
っ
た
形
で
多
数
の
巻
が
伝
来
し
て

い
る
の
は
、
中
世
写
本
で
は
さ
ほ
ど
多
い
と
は
い
え
な
い（

（
（

。

　

中
世
写
本
の
『
阿
娑
縛
抄
』
と
し
て
は
、
現
在
、
京
都
・
曼
殊
院

本
（
滋
賀
・
金
剛
輪
寺
旧
蔵
）、
滋
賀
・
成
菩
提
院
本
、
鎌
倉
・
宝
戒
寺

本
が
あ
り
、
本
来
の
寺
院
か
ら
流
出
し
た
と
考
え
ら
れ
る
も
の
に
滋

賀
・
旧
行
泉
院
本
（
現
大
津
市
歴
史
博
物
館
蔵
）
や
滋
賀
・
叡
山
文
庫

天
海
蔵
本
・
真
如
蔵
本
が
あ
げ
ら
れ
る
。
前
者
の
三
本
に
つ
い
て
は
、

い
ず
れ
も
天
台
宗
西
山
流
の
法
脈
の
な
か
で
書
写
さ
れ
た
も
の
で

あ
る
。
西
山
流
は
、
京
都
西
山
の
宝
菩
提
院
に
住
ん
だ
澄
豪
（
一
二

五
九
〜
一
三
五
〇
）
に
始
ま
る
天
台
密
教
の
流
派
で
あ
る
。
澄
豪
は
、

『
阿
娑
縛
抄
』
の
撰
者
で
あ
る
承
澄
の
弟
子
で
あ
る
。
曼
殊
院
本
は
、

金
剛
輪
寺
か
ら
近
世
に
移
動
し
た
も
の
だ
が
、
金
剛
輪
寺
は
鎌
倉
時

代
末
の
元
弘
の
変
の
際
に
、
西
山
宝
菩
提
院
が
焼
失
し
た
た
め
、
澄

豪
が
移
住
し
た
寺
院
で
、
こ
こ
に
澄
豪
・
澄
春
・
聖
順
と
い
っ
た
承

澄
の
弟
子
た
ち
や
、
澄
豪
・
豪
鎮
・
豪
憲
と
い
っ
た
澄
豪
に
始
ま
る

西
山
流
の
僧
侶
た
ち
の
書
写
し
た
『
阿
娑
縛
抄
』
が
伝
来
し
て
い
た
。

成
菩
提
院
は
、
応
永
年
間
に
貞
舜
（
一
三
四
九
〜
一
四
二
二
）
が
建
立

し
、
二
世
慶
舜
の
と
き
に
西
山
流
密
教
を
受
容
し
て
、『
阿
娑
縛
抄
』

の
書
写
を
西
山
宝
菩
提
院
に
依
頼
し
、
三
世
春
海
の
と
き
に
受
容
す

る
と
と
も
に
、
貞
舜
・
慶
舜
も
書
写
し
て
い
る
。
ま
た
、
西
山
流
の

僧
侶
の
豪
鎮
・
厳
豪
・
豪
喜
・
豪
宗
な
ど
が
書
写
し
た
も
の
も
伝
わ

っ
て
い
る
。
宝
戒
寺
も
澄
豪
の
弟
子
の
恵
鎮
・
惟
賢
ら
の
書
写
本
が

伝
来
し
て
い
る
。
恵
鎮
は
宝
戒
寺
の
開
基
で
あ
る
。

　

こ
の
よ
う
に
、
中
世
に
は
西
山
流
の
法
流
の
な
か
で
書
写
さ
れ
た

も
の
で
あ
っ
た（

（
（

。

　

近
世
に
な
る
と
『
阿
娑
縛
抄
』
の
写
本
は
多
く
な
り
、
現
在
十
五

本
ほ
ど
が
確
認
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
形
態
も
大
半
は
冊
子
本
で
あ
り
、

大
部
分
の
近
世
写
本
の
底
本
は
滋
賀
・
西
教
寺
本
で
あ
る
。
承
応
年

間
（
一
六
五
二
〜
五
五
）、
善
祐
書
写
に
な
る
芦
浦
観
音
寺
舜
興
蔵
本
、

そ
し
て
元
禄
・
宝
永
年
間
（
一
六
六
八
〜
一
七
一
〇
）
に
叡
山
兜
率
谷

鶏
頭
院
の
厳
覚
書
写
本
が
大
部
を
占
め
て
い
る
。
こ
こ
に
は
す
で
に

西
山
流
と
い
う
法
脈
に
関
わ
ら
な
い
書
写
が
み
ら
れ
る
。
ま
た
、
龍

谷
大
学
写
字
台
文
庫
本
は
西
本
願
寺
門
主
の
文
庫
で
あ
り
、
東
洋
文

庫
の
一
本
は
園
林
文
庫
（
東
本
願
寺
枳
殻
邸
の
文
庫
）
か
ら
の
伝
来
で
、

い
ず
れ
も
浄
土
真
宗
に
伝
わ
っ
た
も
の
で
あ
る
。
さ
ら
に
、
東
洋
文

庫
の
一
本
は
水
戸
常
福
寺
で
名
誉
学
天
が
校
閲
し
た
も
の
で
あ
り
、

こ
れ
は
浄
土
宗
で
の
受
容
と
い
え
る
。
宮
内
庁
書
陵
部
本
は
「
無
量

山
」
朱
印
が
押
さ
れ
、
こ
れ
が
江
戸
小
石
川
伝
通
院
の
山
号
で
あ
る
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な
ら
、
こ
れ
も
浄
土
宗
寺
院
に
所
蔵
さ
れ
て
い
た
可
能
性
が
あ
る
。

こ
の
よ
う
に
、
天
台
宗
以
外
で
の
受
容
の
拡
大
が
あ
っ
た
。

　

ま
た
、「
次
第
」
に
か
か
わ
る
刊
本
も
出
現
す
る
。
そ
れ
は
『
灌

頂
唱
礼
』（
叡
山
文
庫
蔵
）
や
『
法
会
法
則
』（
成
菩
提
院
蔵
）
の
よ
う
な
、

密
教
の
式
次
第
の
な
か
で
多
数
の
僧
侶
が
使
用
す
る
部
分
に
つ
い
て
、

そ
の
内
容
が
印
刷
さ
れ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
こ
れ
ら
の
テ
キ
ス
ト
は

儀
礼
の
際
に
、
そ
こ
に
参
加
し
た
僧
侶
た
ち
が
、
唱
え
る
文
言
を
節

を
付
し
た
も
の
で
、
実
際
に
儀
礼
で
使
用
さ
れ
た
も
の
と
考
え
ら
れ

る
。『
法
会
法
則
』
は
そ
の
大
き
さ
も
手
の
な
か
に
収
ま
る
程
度
の

も
の
で
あ
る
。

　

以
上
の
こ
と
か
ら
、
近
世
の
密
教
の
「
次
第
」
に
関
わ
る
テ
キ
ス

ト
は
、
天
台
密
教
に
限
っ
て
の
考
察
で
あ
る
が
、
一
つ
に
は
、
近
世

に
な
る
と
、
宗
派
を
超
え
て
拡
大
し
、
修
法
の
周
辺
部
の
「
次
第
」

に
つ
い
て
は
、
刊
本
化
し
て
い
く
と
い
う
変
化
が
生
じ
た
と
考
え
ら

れ
る
の
で
あ
る
。

三　

唱
導
（
法
華
経
を
め
ぐ
る
説
法
・
講
経
そ
し
て
直
談
）
を

事
例
に
考
え
る�

（
大
島 

薫
）

　

宗
教
は
日
本
に
お
い
て
も
古
代
か
ら
現
代
に
至
る
ま
で
唱
導
さ
れ

続
け
て
い
る
。
し
か
し
小
稿
に
取
り
上
げ
る
仏
教
は
、
僧
俗
・
貴

賤
・
老
若
男
女
と
い
っ
た
様
々
な
人
々
を
対
象
と
し
て
如
何
に
需
要

さ
れ
、
人
々
の
要
求
に
応
じ
る
べ
く
唱
導
さ
れ
て
き
た
の
だ
ろ
う
。

以
下
、
時
代
を
横
断
し
て
比
較
対
照
す
る
た
め
に
、
数
多
く
の
テ
ク

ス
ト
が
伝
存
す
る
『
法
華
経
』
を
め
ぐ
る
唱
導
を
例
に
考
察
す
る
。

　

ま
ず
古
代
か
ら
現
代
ま
で
、
ほ
ぼ
変
化
し
て
い
な
い
「
法
華
八

講（
（1
（

」、
す
な
わ
ち
そ
の
「
次
第
」
に
お
い
て
「
経
釈
」
と
称
さ
れ
た

講
説
を
取
り
上
げ
る
。「
経
釈
」
の
構
造
が
変
化
し
な
か
っ
た
の
は
、

宗
派
に
お
い
て
教
学
の
拠
り
所
と
す
る
経
論
や
教
義
を
原
拠
と
し
た

理
解
が
提
示
さ
れ
た（

（1
（

た
め
で
あ
り
、
そ
の
言
辞
は
、
時
間
軸
の
推
移

の
み
な
ら
ず
、
地
域
の
相
違
す
な
わ
ち
東
ア
ジ
ア
世
界
に
お
い
て

も
共
通
し
て
い
た
。
ゆ
え
に
江
戸
時
代
に
お
い
て
も
「
法
華
八
講
」

は
、
古
代
、
中
世
と
同
様
、
共
通
の
「
次
第
」
に
宗
派
を
代
表
す

る
べ
き
経
論
と
教
義
を
も
っ
て
唱
導
さ
れ
て
い
た
。
一
方
、『
法
華

経
』
の
唱
導
に
お
い
て
変
化
し
た
の
は
、
中
世
後
期
に
「
直
談
」
と

称
さ
れ
る
唱
導
が
営
ま
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
こ
と
で
あ
る
。
天
台
宗

僧
で
あ
る
尊
舜
（
一
四
五
一
〜
一
五
一
四
）
は
『
法
華
経
鷲
林
拾
葉
鈔
』

「
序
品
」
に
「
直
談
訓
読
不
同
事
」
と
題
し
て
「
経
釈
」
を
意
味
す

る
「
訓
読
」
と
、
そ
れ
と
は
異
な
る
「
直
談
」
と
を
取
り
上
げ
る
。

「
訓
読
（
経
釈
）」
と
「
直
談
」
と
称
さ
れ
た
唱
導
が
「
不
同
」
で
あ

っ
た
こ
と
は
「
戒
家
」
に
お
い
て
も
意
識
さ
れ
て
お
り
、
天
台
宗

の
律
僧
で
あ
っ
た
鎮
増
（
一
三
七
五
〜
一
四
六
〇
?
）
は
、
そ
の
行
状

を
記
し
た
『
鎮
増
私
聞
書
』
に
、
師
匠
で
あ
る
慈
伝
和
尚
心
空
（
一

三
一
九
〜
一
四
〇
一
）
と
慈
威
和
尚
恵
鎮
（
一
二
八
一
〜
一
三
五
六
）
と
の

言
説
を
伝
え
る
べ
く
応
永
八
年
（
一
四
〇
二
）
条
に
「
戒
家
法
華
ノ
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41　「近世化」する日本社会の中の宗教

直
談
観
心
等
ヲ
専
ト
志
サ
シ
タ
マ
ヘ
」
と
述
べ
、
自
ら
の
実
践
に
つ

い
て
も
「
当
世
廃
タ
ル
法
門
ハ
戒
門
ト
観
心
ト
ナ
リ
何
ニ
モ
此
二

門
ヲ
弘
通
セ
ン
カ
肝
要
ナ
リ
（
中
略
）。
鎮
増
モ
此
趣
ヲ
以
テ
数
万
人

ニ
円
戒
ヲ
授
ケ
。
法
華
経
ヲ
訓
読
シ
。
観
心
ノ
法
門
ヲ
本
ト
シ
。
人

ニ
生
死
一
大
事
ノ
為
ニ
観
心
観
道
ノ
修
行
ヲ
勧
計
也
」
と
記
し
て
い

る
。『
鎮
増
私
聞
書
』
に
は
「
訓
読
」
と
「
直
談
」
と
の
相
違
を
読

み
取
ら
せ
る
記
述
も
散
見
さ
れ
、「
訓
読
」
が
形
骸
化
と
も
捉
え
ら

れ
て
い
く
な
か
で
、「
直
談
」
は
僧
侶
の
学
問
に
裏
付
け
ら
れ
た
営

為
と
認
識
さ
れ
て
い
た
こ
と
を
読
み
取
ら
せ
る
。
ち
な
み
に
慈
伝
和

尚
が
慈
威
和
尚
三
回
忌
に
「
法
華
経
ノ
直
談
」
を
も
っ
て
供
養
法
会

を
営
ん
だ
こ
と
も
『
鎮
増
私
聞
書
』
に
記
さ
れ
て
い
る
。
時
に
慈
伝

和
尚
は
満
四
十
歳
、
こ
の
法
要
で
初
め
て
「
法
華
経
ノ
直
談
」
を
営

ん
だ
と
も
明
記
さ
れ
て
い
る
。「
直
談
」
が
、
長
年
に
わ
た
る
学
問

を
必
要
と
す
る
営
為
で
あ
っ
た
こ
と
も
読
み
取
ら
せ
よ
う
。
ま
た
こ

の
折
り
、
慈
伝
和
尚
の
「
直
談
」
を
「
近
辺
ノ
人
人
皆
皆
。
敬
信
伏

シ
テ
来
集
聴
法
シ
ケ
リ
」
と
い
う
。「
近
辺
ノ
人
人
」
と
は
僧
俗
・

貴
賤
・
老
若
男
女
を
問
わ
な
い
人
々
で
あ
っ
た
と
推
考
す
る
。
中
世

後
期
に
お
け
る
天
台
宗
が
「
観
心
」
を
勧
め
る
べ
く
、
ま
た
対
象
と

す
る
人
々
を
も
拡
げ
つ
つ
、
経
典
そ
の
も
の
を
解
説
す
る
、
新
た
な

唱
導
を
確
立
す
る
に
至
っ
た
こ
と
を
確
認
す
る
も
の
で
あ
る
。
そ
し

て
「
直
談
」
は
、
僧
侶
に
と
っ
て
は
学
問
を
追
究
す
る
べ
き
目
標

と
し
て
推
奨
さ
れ
、「
直
談
」
を
営
む
た
め
に
必
要
な
知
識
を
集
大

成
し
た
「
直
談
抄
（
直
談
物
）」
と
総
称
さ
れ
る
テ
ク
ス
ト
が
編
纂
さ

れ
る
に
至
る
。「
直
談
抄
」
は
、
経
典
解
釈
の
雛
型
で
あ
っ
た
「
訓

読
」
を
も
含
み
込
み
、『
法
華
経
』
解
釈
の
集
大
成
と
し
て
編
纂
さ

れ
、
こ
の
集
大
成
が
江
戸
時
代
に
は
刊
本
と
し
て
出
版
さ
れ
て
い
く
。

中
世
後
期
に
は
、
師
僧
と
教
学
と
を
求
め
て
「
談
義
所
」
を
訪
ね
た

僧
侶
た
ち
で
あ
っ
た
が
、「
直
談
抄
」
が
刊
本
と
し
て
出
版
さ
れ
た

こ
と
に
よ
っ
て
、
僧
侶
の
学
問
の
あ
り
方
が
変
化
し
た
で
あ
ろ
う
こ

と
も
指
摘
さ
れ
よ
う
。

　

一
方
、
仏
教
を
唱
導
さ
れ
る
立
場
に
あ
っ
た
俗
人
た
ち
に
視
点
を

移
せ
ば
、「
直
談
」
に
よ
っ
て
経
典
そ
の
も
の
を
理
解
す
る
機
縁
を

得
た
と
推
考
で
き
る
。
特
定
の
知
識
階
層
を
対
象
と
す
る
こ
と
に
始

ま
る
「
法
華
八
講
」
に
お
け
る
「
経
釈
」
す
な
わ
ち
「
訓
読
」
と
は

異
な
り
、「
直
談
」
に
よ
っ
て
「
経
典
を
書
写
す
る
こ
と
が
で
き
な

い
人
々
」
を
対
象
と
し
て
唱
導
す
る
こ
と
が
可
能
と
な
っ
た
と
い
う

だ
け
で
な
く
、
ま
た
そ
う
い
っ
た
人
々
が
平
易
な
言
葉
を
も
っ
て
経

典
解
釈
を
求
め
た
で
あ
ろ
う
こ
と
も
推
想
で
き
る
。
譬
喩
因
縁
を
語

る
「
短
い
モ
ノ
ガ
タ
リ
」
が
唱
導
に
用
い
ら
れ
る
と
い
う
の
は
、
古

代
に
お
け
る
「
経
釈
」
に
始
ま
る
が
、
こ
れ
も
「
直
談
」
が
営
ま
れ

た
中
世
後
期
に
は
「
説
草
」「
談
義
本
」
と
称
さ
れ
る
「
小
さ
な
説

話
本
」
が
数
多
く
作
成
さ
れ
て
い
く（

（1
（

。
特
定
の
知
識
階
層
を
対
象
と

し
な
い
場
に
お
い
て
、
そ
の
有
効
性
は
指
摘
す
る
に
余
り
あ
る
。
そ

し
て
こ
う
し
た
中
世
後
期
に
お
け
る
動
向
は
、
近
世
宗
教
に
お
け
る
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唱
導
の
方
向
性
を
も
決
定
し
た
と
考
え
得
る
。
江
戸
時
代
に
は
、
刊

本
に
よ
る
テ
キ
ス
ト
の
普
及
が
も
た
ら
さ
れ
た
こ
と
は
い
う
ま
で
も

な
い
。
し
か
し
一
方
、
口
頭
を
も
っ
て
唱
導
さ
れ
る
説
法
は
衰
え
る

こ
と
な
く
、
さ
ら
な
る
教
化
を
拡
げ
て
い
っ
た
と
考
え
る
。

四　
『
黄
金
伝
説
』
に
み
る
大
衆
化
す
る
神
学�

�

（
モ
リ
ス 

ジ
ョ
ン
）

　

ジ
ェ
ノ
ヴ
ァ
大
司
教
の
ド
ミ
ニ
コ
会
修
道
士
ヤ
コ
ブ
ス
・
デ
・
ウ

ォ
ラ
ギ
ネ
（
一
二
三
〇
〜
九
八
）
が
ラ
テ
ン
語
で
筆
録
し
、
一
二
六
七

年
頃
に
完
成
し
た
『
黄
金
伝
説
』（Legenda A

urea

）
は
、
最
も
著
名

な
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
中
世
の
聖
人
伝
集
成
で
あ
る
。
中
世
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
に

お
け
る
説
教
の
テ
キ
ス
ト
と
し
て
は
、
聖
書
よ
り
も
『
黄
金
伝
説
』

の
方
に
人
気
が
あ
っ
た
。
本
発
表
で
は
、
中
世
後
期
に
お
け
る
「
個

人
的
」
救
済
へ
の
関
心
の
高
ま
り
と
、『
黄
金
伝
説
』
に
見
ら
れ
る

「
大
衆
化
す
る
神
学
」
の
間
に
、
密
接
な
関
係
が
あ
っ
た
こ
と
を
指

摘
し
た
。

　
「
煉
獄
の
誕
生（

（1
（

」（Le Goff

） 

と
い
う
転
換
点
以
前
、
教
会
は
一
般

信
者
に
も
っ
ぱ
ら
外
面
的
な
信
仰
行
為
を
求
め
、
内
面
的
信
仰
は
神

に
委
ね
る
傾
向
が
強
か
っ
た
。
煉
獄
と
い
う
概
念
は
、（
教
会
か
ら
疎

外
さ
れ
）
直
接
天
国
に
入
る
こ
と
を
期
待
で
き
な
か
っ
た
中
世
の
一

般
信
者
に
、
救
済
の
機
会
を
提
供
す
る
役
割
を
担
っ
た
。
法
王
に

よ
る
煉
獄
の
正
式
な
定
義
の
発
表
は
一
二
五
四
年
に
下
る
が
、
そ

れ
に
先
立
つ
一
一
七
八
年
、
ノ
ー
ト
ル
ダ
ム
大
聖
堂
付
属
学
校
の 

Petrus Com
estor

（
一
一
七
八
年
逝
去
）
が
（
聖
書
で
は
明
確
な
言
及
が

な
い
の
に
）
煉
獄 

（purgatorium

） 

と
い
う
罪
が
消
滅
さ
れ
る
場
所
の

必
要
性
を
主
張
し
た
こ
と
は
、
中
世
の
人
々
が
求
め
た
も
の
を
示
し

て
い
る
。

　
「
大
衆
化
す
る
神
学
」
が
明
確
に
カ
ト
リ
ッ
ク
教
会
の
教
化
方
針

に
な
っ
た
の
は
、
世
俗
社
会
と
宗
教
参
加
の
改
革
を
目
指
す
法
王 

Innocent III

（
一
一
六
一
〜
一
二
一
六
）
に
よ
っ
て
開
催
さ
れ
た
、
第

四
ラ
テ
ラ
ン
公
会
議
（
一
二
一
五
年
）
以
降
で
あ
る
。
同
時
期
の
ヨ
ー

ロ
ッ
パ
で
は
、
か
つ
て
な
い
ほ
ど
思
想
家
が
積
極
的
に
、
一
般
信

者
を
本
物
の
キ
リ
ス
ト
教
徒
と
し
て
肯
定
す
る
よ
う
に
な
る
。
例
え

ば
、
司
教
と
枢
機
卿
の
地
位
に
あ
っ
た
フ
ラ
ン
ス
の
神
学
者
で
あ
り
、

史
家
で
も
あ
っ
た Jacques de V

itry

（
一
一
六
〇
〜
一
二
四
〇
）
は
、

授
戒
者 

（regulares

） 

は
神
職
者
に
限
ら
な
い
、
あ
ら
ゆ
る
キ
リ
ス
ト

の
掟
に
従
う
者
は
授
戒
者
で
あ
る
と
主
張
し
た
。

　

そ
れ
に
と
も
な
い
、
一
二
〜
一
三
世
紀
に
托
鉢
修
道
会
が
設
立
さ

れ
、
大
衆
へ
の
説
教
を
開
始
す
る
。
ま
た
、
寄
進
者
に
対
し
冥
福
を

祈
り
ミ
サ
を
歌
う
目
的
で
、
各
地
の
教
会
に
設
け
ら
れ
た
小
礼
拝

堂 
（chantry

） 

の
数
が
急
増
し
た
。
キ
リ
ス
ト
像
も
中
世
的
秩
序
の

頂
点
に
立
つ
「
天
の
王
」
か
ら
、
信
者
の
試
練
を
知
る
「
苦
し
む
キ

リ
ス
ト
」
を
象
る
も
の
に
変
容
し
て
い
っ
た
。
文
献
の
面
で
は
、
と

く
に
第
四
ラ
テ
ラ
ン
公
会
議
以
降
多
く
の
神
学
・
説
教
書
が
作
成
さ
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れ
、
罪
と
告
解
、
神
秘
、
沈
思
、
祈
り
な
ど
に
関
す
る
書
籍
と
「
往

生
術
」（ars m

oriendi

） 

の
書
が
増
え
る
。
そ
う
し
た
中
で
一
二
七

六
年
頃
に
『
黄
金
伝
説
』
が
成
立
し
、
数
多
く
の
写
本
が
普
及
し
た
。

『
黄
金
伝
説
』
の
聖
人
伝
を
通
し
て
、
救
済
の
可
能
性
が
広
く
説
か

れ
た
。
や
が
て
、
英
国
最
初
の
印
刷
家
カ
ク
ス
ト
ン
（
一
四
二
二
?
〜

九
一
）
の
版
を
は
じ
め
、
多
く
の
印
刷
版
『
黄
金
伝
説
』
が
一
五
世

紀
か
ら
広
く
普
及
し
た
。

　
『
黄
金
伝
説
』
に
現
わ
れ
た
神
学
の
大
衆
化
傾
向
は
、
一
二
世
紀

以
降
の
新
た
な
説
教
の
運
動
の
一
環
と
し
て
位
置
づ
け
ら
れ
る
。
例

え
ば
「
煉
獄
」
の
目
的
や
、
そ
れ
は
具
体
的
に
ど
こ
に
あ
る
の
か
と

い
う
問
題
を
扱
う
第
一
五
六
話
「
奉
教
諸
死
者
の
記
念
」
は
、
上
述

の
大
衆
化
す
る
神
学
の
明
確
な
例
で
あ
る
。
同
話
は
、
死
者
の
新
た

な
行
き
先
、
罪
深
い
俗
人
の
清
め
の
場
で
あ
る
煉
獄
を
説
明
す
る
説

教
の
ノ
ー
ト
（
台
本
）
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。

　

第
九
一
話
「
マ
グ
ダ
ラ
の
聖
女
マ
リ
ア
」
は
、
救
済
の
機
会
の
普

遍
性
を
強
調
す
る
。
マ
グ
ダ
ラ
の
マ
リ
ア
を
娼
婦
と
み
な
し
た
（
聖

書
で
は
娼
婦
で
な
か
っ
た
）
中
世
神
学
で
は

─
現
在
は
男
女
差
別
と

し
て
否
定
さ
れ
つ
つ
あ
る

─
そ
の
こ
と
で
悪
人
が
救
済
さ
れ
、
キ

リ
ス
ト
と
寄
り
添
う
聖
人
に
な
れ
る
こ
と
が
示
さ
れ
て
い
る
と
説
い

た
。
一
二
九
七
年
に
マ
グ
ダ
ラ
の
マ
リ
ア
が
ド
ミ
ニ
コ
会
の
守
護
聖

人
に
な
っ
た
こ
と
は
、
彼
女
が
中
世
後
期
の
説
教
の
中
で
賤
視
さ

れ
て
い
た
の
で
は
な
く
、
崇
敬
さ
れ
て
い
た
こ
と
を
示
し
て
い
る
。

『
黄
金
伝
説
』
に
登
場
す
る
マ
グ
ダ
ラ
の
マ
リ
ア
は
、
女
性
に
も
か

か
わ
ら
ず
説
教
を
行
い
奇
跡
を
も
た
ら
し
、
教
会
の
指
導
役
と
し
て

造
型
さ
れ
て
い
る
。

　

キ
リ
ス
ト
教
は
、
死
後
の
天
国
と
と
も
に
肉
体
的
な
復
活
も
説

く
。
こ
う
し
た
二
面
性
と
関
連
し
て
、
死
者
の
行
き
先
に
か
か
わ
る

問
題
も
取
り
上
げ
た
い
。『
黄
金
伝
説
』
は
魂
が
墓
に
い
る
話
（
第

九
六
話
「
眠
れ
る
七
聖
人
」、
第
一
〇
二
話
「
司
教
聖
ゲ
ル
マ
ヌ
ス
」
等
）
と

魂
が
天
国
に
い
る
話
（
第
四
話
「
聖
女
ル
キ
ア
」、
第
一
六
二
話
「
聖
女
エ

リ
サ
ベ
ト
」）
も
収
録
し
て
い
る
。
そ
れ
ら
が
死
後
の
問
題
に
関
す
る

A
quinas

（
一
二
二
五
?
〜
七
四
）
の
神
学
や
、
第
四
ラ
テ
ラ
ン
公
会

議
に
お
け
る
宣
言
を
反
映
し
た
も
の
か
否
か
検
討
し
た
結
果
、
そ
う

し
た
教
義
的
な
問
題
は
『
黄
金
伝
説
』
に
よ
っ
て
大
衆
に
伝
え
ら
れ

た
と
し
て
も
、
説
教
の
中
心
的
な
話
題
（
救
済
は
聖
俗
両
者
と
も
に
可
能

で
あ
る
）
に
比
べ
る
と
、
二
次
的
関
心
事
に
す
ぎ
な
か
っ
た
と
結
論

づ
け
ら
れ
る
。

　
『
黄
金
伝
説
』
に
収
録
さ
れ
て
い
る
聖
人
伝
の
多
く
は
歴
史
性
や

典
拠
が
乏
し
く
、
近
世
に
お
け
る
宗
教
改
革
後
、
特
に
プ
ロ
テ
ス
タ

ン
ト
文
化
圏
に
お
い
て
迷
信
的
言
説
と
し
て
否
定
さ
れ
た
。
だ
が
皮

肉
に
も
、
中
世
後
期
に
お
い
て
聖
書
よ
り
も
広
く
普
及
し
た
『
黄
金

伝
説
』
は
、
中
世
的
神
学
の
大
衆
化
の
側
面
を
に
な
っ
た
代
表
作
と

い
う
意
味
で
、
近
世
的
プ
ロ
テ
ス
タ
ン
ト
の
世
界
観
を
築
く
一
因
と

な
っ
た
。
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注
（
1
）　

網
野
善
彦
・
上
野
千
鶴
子
・
宮
田
登
『
日
本
王
権
論
』（
春
秋

社
、
一
九
八
八
年
）、
赤
坂
憲
雄
・
今
谷
明
・
笠
谷
和
比
古
・
三

谷
博
・
山
折
哲
雄
「
徳
川
王
権
の
名
と
実
」（『
創
造
の
世
界
』
八

三
、
一
九
九
二
年
）。

（
2
）　

曽
根
原
理
『
徳
川
家
康
神
格
化
へ
の
道
』（
吉
川
弘
文
館
、
一

九
九
六
年
）、
同
「
徳
川
王
権
論
と
神
格
化
問
題
」（『
歴
史
評
論
』

六
二
九
、
二
〇
〇
二
年
）。

（
3
）　

尾
藤
正
英
『
江
戸
時
代
と
は
な
に
か
』（
岩
波
書
店
、
一
九

九
二
年
）、
大
桑
斉
『
日
本
仏
教
の
近
世
』（
法
蔵
館
、
二
〇
〇
三

年
）、
末
木
文
美
士
『
近
世
の
仏
教
』（
吉
川
弘
文
館
、
二
〇
一
〇

年
）。

（
4
）　

林
淳
「
近
世
転
換
期
に
お
け
る
宗
教
変
動
」（『
日
本
の
仏
教
』

四
、
法
蔵
館
、
一
九
八
五
年
）。

（
5
）　

趙
景
達
・
須
田
努
編
『
比
較
史
的
に
み
た
近
世
日
本
』（
東
京

堂
出
版
、
二
〇
一
一
年
）、
深
谷
克
己
『
東
ア
ジ
ア
法
文
明
圏
の
中

の
日
本
史
』（
岩
波
書
店
、
二
〇
一
二
年
）。

（
6
）　

澤
田
瑞
穂
『
宝
巻
の
研
究
』（
采
華
書
林
、
一
九
六
三
年
／
国

書
刊
行
会
、
一
九
七
五
年
増
補
版
）、
酒
井
忠
夫
『
中
国
善
書
の
研

究
』（
弘
文
堂
、
一
九
六
〇
年
／
『
酒
井
忠
夫
著
作
集
』
一
・
二
に

増
補
再
録
、
国
書
刊
行
会
、
一
九
九
九
・
二
〇
〇
〇
年
）。

（
7
）　

清
水
光
明
「「
近
世
化
」
論
の
地
平
」（『「
近
世
化
」
論
と
日

本
』
ア
ジ
ア
遊
学
一
八
五
、
勉
誠
出
版
、
二
〇
一
五
年
）。

（
8
）　

松
本
公
一
「『
阿
娑
縛
抄
』
の
書
写
と
伝
播
」（『
仏
教
文
学
』

三
〇
、
二
〇
〇
六
年
）
な
ど
。

（
9
）　

た
だ
し
宇
代
貴
文
「
叡
山
天
海
蔵
『
阿
娑
縛
抄
』
の
分
類
と
転

写
経
緯
に
関
す
る
基
礎
的
考
察
」（『
天
台
学
報
』
五
八
、
二
〇
一
六

年
）
が
指
摘
す
る
よ
う
に
、
葉
上
流
の
系
統
も
存
在
し
た
。

（
10
）　

佐
藤
道
子
「
法
華
八
講
会

─
成
立
の
こ
と
な
ど
」（『
文
学
』

五
七
、
一
九
八
二
年
二
月
）。

（
11
）　

大
島
薫
「
花
文
集
解
題
」（『
法
華
経
古
注
釈
集
』
真
福
寺
善
本

叢
刊
、
臨
川
書
店
、
二
〇
〇
〇
年
）。

（
12
）　

岡
見
正
雄
「
小
さ
な
説
話
本

─
寺
庵
の
文
学
・
桃
華
因
縁
」

（『
国
語
と
国
文
学
』
五
四
・
五
、
一
九
七
七
年
）
ほ
か
。

（
13
）　

原
著
一
九
八
一
年
、
邦
訳
は
ジ
ャ
ッ
ク
・
ル
・
ゴ
ッ
フ
著
／
渡

辺
香
根
夫
・
内
田
洋
訳
『
煉
獄
の
誕
生
』（
法
政
大
学
出
版
局
、
一

九
八
八
年
）。

＊
本
パ
ネ
ル
セ
ッ
シ
ョ
ン
は
、
Ｊ
Ｓ
Ｐ
Ｓ
科
研
費
二
六
三
七
〇
〇
七
六

の
助
成
を
う
け
た
研
究
活
動
の
一
部
で
す
。

�

（
曽
根
原
理
・
東
北
大
学
助
教
）

�

（
松
本
公
一
・
池
坊
短
期
大
学
教
授
）

�

（
大
島
薫
・
関
西
大
学
教
授
）

�

（
モ
リ
ス 

ジ
ョ
ン
・
駒
沢
女
子
大
学
講
師
）
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